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本研究の目次構成は以下のとおりである。
序
章
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第一次世界大戦と戦間期の日本文学
Ⅰ
第一次世界大戦と日本文学
第一部
戦争論とメディア言説
第一章
生田長江の戦争論
─
第一次大戦期の批評言説
─
第二章
中澤臨川の批評言説
─
世界戦争と〈科学〉
─
第三章
報道言語の中 世界
─
杉村楚人冠と大庭柯公
─
第四章
島崎藤村の戦争証言
─
『仏蘭西だより』 世界戦争
─
第五章
『第三帝国』 岩野泡鳴
─
第一次大戦期のメディアとジェンダー
第二部
第一次世界大戦の現象学
第一章
現象としての〈レマルク〉
─
舞台の上の世界戦争
─
第二章
坪内逍遙のデモクラシー
─
世界戦争とページェント
─
第三章
〈社会講談〉 いう戦法
─
世界戦争と民衆芸術
─
第四章
〈赤光〉の時代
─
第一次大戦期の短歌表現
─
第五章
落首と米騒動
─
危機の時代の短歌
─
第六章
野口米次郎の翻訳言語
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第一章
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第二章
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─
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終
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世界戦争を文学のレベルで問う試みは、これまでいくつもなされてきただろう。しかし
第一次大戦（基本的に文中では「第一次大戦
」の略称を用いる）と日本の文学者の認識を
問題化することは、ほとんど手つかずの分野である。そもそも、 〈第一次大戦と日本〉という概念自体が、言わば認識の空白 あったことは紛れもない。確かに血が流されることは少なかった。しかし、世界が全体性を持つ時代にあって、日本がそれに無縁であり得はずもな し、この〈海の彼方〉で発生した戦争を距離をおきつつメディアを媒介として消費することは、極めて今日性の高いテーマと考える。
この世界戦争を視野に入れることは二〇世紀全体への問いを発することに等し 。足か
け六年の歳月の中、のべ九〇〇万を越える兵士の血が流された 非戦闘員の死者は実に一〇〇〇万人に及ぶという。そればかりではない。従来 〈戦争の概念〉を根底から覆す事態は、二 世紀 人間認識をも変え 飛行機・ガス・戦車などの新兵器 よる無差別殺人と大量死は、 「人間性」そのものを変容させ、正体不明の群衆時代 到来を予告するものとなった。またこの時代は、相対性理論（一九〇五）に代表されるような、二〇世紀の科学革命の時代でもある。 空間をめぐる古典物理学の拘束から、ようやく人間は解放されつつあった である。世界戦争は、どこを って開始・終結 う定義はない。あらゆる日常の境界線を無効化し、秩序を液状化させる 世界恐慌の波及にともなう労働争議や米騒動は、危機意識 恒常 た。またメディアの質が大きく変化する契機 こ 時代に求められ 。 『改造』 『解放』が創刊され、それ 代表するオピニオンリーダーが現 てくるのも大きな特質と言わねばなるまい。メディアを媒介として 日本は戦争を消費していたのである。メディアとの関わりで言えば、全体主義の起源がこ 戦争と関わることも言うまでもあるまい。まさに世界が一つ で、 〈二〇世紀的苦悩〉を体験することになったわけだ。
考えてみれば、日露戦争が終結したのは一九〇五年。日本の世界戦争への参加まで九年
しかない。そして大戦終結か 、次なる一五年戦争 の時間もわずか一〇年余 ある。日本は日露戦争の〈影〉 引きずりながら その戦後処理と次なる太平洋を舞台 した日米の対立へと傾斜していった。第一次 戦を問うことは、従 て 世界戦争との狭間の時間
ー
すなわち〈戦間期〉に焦点を合わせることに他ならない。むしろ極東の国、ア
ジア 日本においては、この〈戦間期〉へ 視座こそが重要 考えたい。一九二〇～三〇年代の〈戦間期〉と うコンセプトは、社会科学の分野 は既に周知の概念である そもそも「第一次」という言葉の起源はどこにあ のだろうか。 は「二次」を前提とした〈戦後〉的認識を前提にして る。 「一次」
という用語そのものが既に〈戦間期〉を予告
しているのである。従って〈戦間期〉を問うことは、所謂総力戦体制 本質を正面から見据えることである。旧来 「大正」という概念は、見 きたように常にデモクラシー研究と結びつけ 論じられて来た。しかし 後民主主義 源流を大正デモクラシーに見 論法は、 〈戦間期〉を一つの断絶としてしか認識 得 のではないか。繰り返すが、世界戦争を問うことは、 うして常に次に来る〈戦後〉 射程を広げ を意味 わけだ。私が、世紀転換の象徴として 〈戦間期〉という枠組みを設定するのも 時代を生きた「知識人」の動向を、こう た概念 よって描き出すことが可能と考えるからに他ない。むろん今日、 「知識人」を無謬 存在として扱うことは許されない。 かし〈戦間期〉と「知識人」を結びつけることで見え 来るものもまた大き のである
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以上のごとく、 〈第一次大戦と日本文学〉について考察することは、従来の「大正」と
いう視点を一度解除することが求められる。それはヨーロッパを基準とした価値観が大きく動揺し、環太平洋地域や、東アジア世界を軸にした世界観が浮上する時代でもある。次に来る時代を常に意識しながら 時間の大きな転換点として、当時の日本の文学や批評言説を捉え直してみよう。これが本研究の大きなねらいである。
※
本研究は、 〈第一次大戦と戦間期の日本文学〉という問題意識のもとに書かれた論攷を、
二つの部分と四つの柱のもとにまとめたもの
である。以下、各章の具体的な展開を要約し
ておきたい。
序章
本論文の意図
第一次世界大戦と戦間期の日本文学
本研究の概要をたどりながら、 「第一次大戦と日本文学」を問うことの意義について論
述した。世界戦争の現象面を、まず歴史的に
押さえつつ、 〈日本〉という一見するとこの
問題から縁遠い場所を敢えて措定し、そこから見えて来るものは何かを考察した。またあわせて開戦時・終戦時の、諸雑誌、新聞に具体的にあたりながら、文学者の戦争論を掘り起し、その特質や問題性について検討した。世界戦争 つい 問いを立てることは、 〈戦後〉を視座に入れ、 〈戦間期〉 常に志向することを意味する。また「第一次大戦」という言葉の 源を、日本の文学作品から照明する試みを付け加えて序章とした。
Ⅰ
第一次世界大戦と日本文学
ここではまず、 〈第一次大戦と日本文学〉のテーマに即して、主にその戦中期（一九一
四～一九一九） 、世界戦争を直接、間接に捉えた様々の日本の言説 俎上に載せた。テーマの巨大さに目を奪われることなく 出来る限り具体的な問題を取り上げ 言説 襞 中に分け入ることでこの転換期の質 描き出すことを意図している。
第一部
戦争論とメディア言説
生田長江、中澤臨川、杉村楚人冠 大庭柯公、島崎藤村、岩野泡鳴といっ この世界戦
争の時代を生きた作家・批評家の、主に戦争論やメディアに関わる論攷をおさめた。それは言うまでもなく、こ 世界戦争が、日本 とってまさにメディアを媒介とし 間接的に消費する性格の のであったからに他ならない。それは極めて今日の〈戦争〉の有り様先取りする問題意識を備えていると言えるのである・ 「生田長江の戦争論
─
第一次大戦期の批評言説
─
」は、 「大正デモクラシーの申し子」 （猪
野謙二）とも称される生田長江（一八八二～一九三六）が 文芸批評と並んで数多く執筆した社会評論を俎上に載せた。そこで補助線とな のは、 「代議制」である。文士の政治活動や選挙立候補がとりざたされる も、大戦期の特質と言える。長江は、デモクラシーの時代にあって、 「戦争論」と同時に、多くの「代議制」論を残している。二つはけ て無縁ではない。ここでは一九一五年 衆議院議員選挙 立候補した馬場孤蝶の選挙参謀して、長江が残 「代議制」論を具体的に検討した。併せて戦争 言葉 レベルで「代
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理」させつつ認識するとはどのようなことなのかをめぐって、大戦期の日本の批評水位を測定したものである。・ 「中澤臨川の批評言説
─
世界戦争と〈科学〉
─
」は、最も〈大正〉的と言える中澤臨川
（一八七八～一九二〇）の批評言説を、彼の生命論を戦争論とリンクさせ 検討を加えた。また、臨川は帝大の工学部を卒業し、当時多くの科学評論を執筆してもいる。ここでは併せて、その問題性を、同時代の唯物論を視座として考察した。そしてもう一つの大きな課題は、彼が 抜きん出た語学力によって、多くの海外思潮を日本に紹介 た点だ。ベルグソンやジェームス、トルストイ、ニーチェ、タゴールまで、その守備範囲は広い。しかし一方、彼の批評には当初から、こう 外
国文献の杜撰な流用や孫引きの疑惑が付きま
とっていた。ここではその 例として、安成貞雄が指摘 批判した臨川の剽窃問題を採り上げ、これを大戦期 言説の大きな特質として論じた。・ 「報道言語の中の世界戦争
─
杉村楚人冠と大庭柯公
─
」は、世界戦争がそれを報じるメ
ディア言説を肥大化させた問 を検討し 。当時のジャーナリスト杉村楚人冠（一八七二～一九四五）と大庭柯公（ 八七二～一九二四）は、共に朝日新聞社 特派員として 戦地に赴き、世界戦争を報じた。日本人が「新聞」を通じてどのように戦争を消費したかは、それ自体興味深い問題である。本章では 時代を〈新聞記者の時代〉と位置づけ 楚人冠、柯公の『戦いに使いして』 （至誠堂
一九一五・九） 、 『露西亜の戦線より』 （冨山
房
一九一五・八）といった戦争論とジャーナリズム論をクロスさせた。そこで問題とな
るのは、 大戦期の紙上に氾濫する一人称言説に見られる視野の固有性の隠蔽とい 事実と、こうした〈現場証言〉が創り出す虚構のリアリティーをめぐる 証ということになる。・ 「島崎藤村 戦争証言
─
『仏蘭西だより』と世界戦争
─
」で採り上げたのは作家島崎藤
村（一八七二～一九四三）である。彼は 一三年五月から一六年四月まで、約四年 歳月をフランスで過ごしている。それは大戦勃発の 年前から、ヴェルダン要塞 攻防戦時期にあたる。この時期藤村 『仏蘭西だより』 総題で、様々の記録 『東京朝日新聞』に寄稿した。執筆の期間は一九一三年八月二七日から一五年八月三〇日まで、一二〇回に及んでいる。この間、フランス政府はボルドーに移転し、藤村も一四年八月にはリモオジュに難を逃れた ドイツによるパリ空襲もこの期間である。まさに彼は、第一次大戦と〈現場〉で遭遇したのである。従来「新生」事件との関わりから伝記的に論じられるこ 多かった藤村の言説を、世界戦争の〈現場〉証言として、当時の新聞言説と交差させなが検討した。・ 「 『第三帝国』の岩野泡鳴
─
第一次大戦期のメディアとジェンダ
─
」で検討した雑誌『第
三帝国』は、この時代を象徴する総合誌として多く 論者の活動拠点となった。いささか面妖な名のこの雑誌に掲載された岩野泡鳴（一八七三～一九 〇）の戦争論や女性論を論じることで、大戦期のジェンダー編成の一端を明らかにした。特に遠藤清 重要であ 。女性と戦争の関係は、総力戦体制をめぐって、近年様々 調査が進んでいるが、これはその源流を探る試みでもある。世界史的に見ても、第一次大戦が女性参政権運動と
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深く結びついている事実は、古くから指摘がある。出征した男性に代わる〈女の時代〉が、強く意識されて たのである。
第二部
第一次世界大戦の現象学
ここでは、世界戦争を表象した文学作品、演
劇、講談にも視野を広げつつ第一次大戦が
日本の様々な現象に〈影〉を投げかけた事実を具体的に辿ったものである。 『西部戦線異常なし』 、坪内逍遙のページェント論から斎藤茂吉の『赤光』 、野口米次郎の翻訳論に至るまで多様な問題を取り込みつつ、 「現象としての戦争」に をあてた。・ 「現象としての〈レマルク〉
─
舞台の上の世界戦争
─
」においては、世界戦争が文学に
描かれ、舞台で上演された問題を扱った。戦争が生んだ稀有のベストセラー、Ｅ・レマルク（
E,M
,R
em
arque
1898-1970 ）の『西部戦線異常なし』 （一九二九）は、そうした中で最も
著名な作品である。その日本への移入として、劇化の問題が重要性を持つ 秦豊吉の翻訳、村山知義や高田保による脚色は、一九二九年当時 、モダニズムの時代を反映して、映画やレビューといった先端的な表現媒体を利用
しつつ、舞台上に〈戦争〉を現出させた。こ
こでは劇評や当時の舞台写真を使って、その一端を解明し・ 「坪内逍遙のデモクラシー
─
世界戦争とページェント
─
」で注目したは、一九二〇年前
後坪内逍遙（一八五九～一九三五）が大衆を
動員した「ページェント」というイベントを
立ち上げ、それを「世界戦争の代用物」と位置づけた問題である。世界戦争を回避すべく企画されたページェントが、総動員体制の基
盤を創ってしまうというのは、いかにも皮肉
な光景と言わねばなるまい。ここで鍵になる もやはりデモクラシーである。 がジェントを企図するに際して参照した二冊の原書
ー
アメリカの劇作家「パーシー・マカ
イ」 （
P,
M
ackaye
1875-1956 ）の『戦争の代用物』 （
A
Substitute
for
W
ar
1915 ）と社会心理学
者「Ｇ・Ｔ・Ｗ・パトリック」 （
G
,Patrick
1857-1949 ）の『弛緩の心理学』 （
The
Psychology
of
Relaxation
1916 ）の分析を踏まえ、都市大衆を巻き込んだ大規模なイベントが、世界戦争
の影響下に生み出されてくる背景を解明した。・ 「 〈社会講談〉という戦法
─
世界戦争と民衆芸術
─
」では、演芸の世界でこの時期、 「社
会講談」と題する試みがあったことに焦点をあてた。一九二〇年七月の雑誌『改造』 は堺利彦、上司小剣、沖野岩三郎らによる創作講談が掲載され る。当時、講談は芸能として絶大な人気を誇り 「書き講談」と呼ばれ 手法の中から、その後の大衆小説が生まれたことも周知の事実である。旧来の講談に社会性・時代性を盛り込んだ「社会講談」 、折からの「民衆芸術論」との関わりの中で、この大戦期に浮上してく 。 れは伝統的な旧話を大胆に読み替え、正史に俗説を対置させ また当時の様々な「争議」 「騒乱」を読者に想起させることで資本主義社会 構造的な断裂を露わにする。こう 「社会講談の営みを、白柳秀湖らの実作にあたりながら分析した。・ 「 〈赤光〉の時代
─
第一次大戦期の短歌表現
─
」では、視点を代えて短詩型表現の分野
を焦点化した。斎藤茂吉（一八八二～一九五三）の著名な『赤光』 （一九一三）は、同時
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代の歌人に大きな影響を与えたが、ここではその受容の一端として、当時創られた『赤光』模倣歌を、 『アララギ』 、 『詩歌』 、 『創作』など諸雑誌の読者投稿欄から拾い上げる作業を行った。その特質と世界戦争の関連性を探っていく上で注意を要するのは、 「Ｗ・ヴント」（
W
,
W
undt
1832-1920 ）の社会心理学である。茂吉は三井甲之との論争を媒介に、ヴント
の所謂「創造的総合」を短歌に応用することを標榜し、個人のささやかな〈声〉を「国家」や「民族」へ向けて総合化していく構想に取り憑かれていた。ここでは世界戦争 時代が、日本において紛れもなく〈赤光の時代〉でもあった事実を解明した。・ 「落首と米騒動
─
危機の時代の短歌
─
」では、こうした大戦期の恐慌と危機の時代にあ
って米騒動は極めて重要であると考えた。第一次 戦の末期 浮き立つような戦争景気の後にやって来た天井知らずの米価高騰が、世界戦争を現実 も として実感させ 側面も否定出来ないだろう。新聞や雑誌には、当時の政治や社会を風刺した多くの「ざれ歌」が掲載された。ここでは米騒動の時期に『東京日日新聞』に現れた安成二郎（一八八六～一九七四）の風刺歌を、 「落首」というコンセプトで検討した。新聞の「埋め草」の如く書かれた歌々の中に、鋭く世界と切り結んだ時代性を見て取ることが出来る あろう。・ 「野口米次郎の翻訳言語
─
第一次大戦期の日本文化論
─
」では、日系二世の美術家とし
て高名なイサム・ノグチの父野口米次郎（一八七五～一九四七）をとりあげた。彼は一八九三年、わずか一八歳で渡米し、学僕 しながら詩集
Seeen
and
U
nseen
1896
を刊行して名
を挙げる。以降、ロンドンに って次々と詩や評論を英語で発表し一躍英米文壇 寵児となった。彼はこの大戦期に、 「二重 国籍」を生きながら多く ユニークな文化論を残した。ここでは野口の「翻訳言語」の持つ特殊性を探るべく、一九一三年にロンドンの 本協会とオックスフォード大学で行った〈日本文化〉 関わる講演記録である三つのテクストー
The
Spirit
of
Japanese
Poetry1914
とその日本語版『日本詩歌論』 （白日社
一九一五
・一〇） 、及び再刊本『 口米次郎詩論』 （玄文社
一九二二・六）の比較対照作業を行
った。彼は英語で〈日本〉を語りつつ、それを自ら日本語に翻訳して たわけだ。母国語をめぐる表現行為のねじれを、これほど端的に示す例も少ない。ここでは具体的な訳分け入ることで、世界戦争の時代におけ 〈翻訳言語〉の実態を明らかに た。
Ⅱ
戦間期の日本文学
以上のように見てくると我々は、当然視野を〈戦後〉に広げねば収まりが付かぬ事実に
気づく。戦争を問うことは、常にその後の世界 我々に想起させる らである。それは先にも記したレマルクの『西部戦線異状なし』に端的に見ら ように 戦争を現象とし捉えることは、常に距離と時間意識をとも いつつ、我々の前 姿を現すからである。ここでは、 〈戦間期〉という視座を立てて、その時空間に様々の日本の文学言説を浮 べ試みを集成した。
第三部
戦間期の知識人とメディア
ここにまとめた論攷は、いずれも〈戦間期〉を生きる知識人の動向とメディア言説を多
様に論じたものである。有島武郎は、当時の知識人として抜くことの出来ない存在だし、
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阿部次郎や漱石山脈を構成した人々とて、所謂「大正教養派」として戦後までその言説は影響力を持った。それを世界戦争と関わらせながら改めて論じるこ は、所謂「知識人」の概念を再考することに繋がるだろう。一方
、このモダニズムの時代に、ラジオをはじめ
様々なメディア空間が形成さ たことも言うまでもない。ここではバーナード・ショーの世界的カムバックの問題や次々 起った「著作権」論議が、この時代特有の現象として浮上する起点に光をあてた。・ 「戦間期を問う
─
有島武郎と人民戦線
─
」ではまず、こうした〈戦間期〉そのものの意
味を吟味しつつ、有島武郎（一八七八～一九二三） 一九一九年、マスコミを震撼させたクロポトキン移入をめぐる「森戸事件」を契機に、知識人 しての立ち位置を意識した〈人民戦線〉 （
Front
Populaire ）という問題系を検討した。 〈戦間期〉を考察する手がかりを、
私はこの〈人民戦線〉に求めたい。平野謙が終生こうした認識にとらわれていた事実は『文学・昭和十年前後』 （文藝春秋社
一九七二・四）をはじめとするいくつもの著作に
より明らかである。今日、知識人が共同戦線
を張り、 〈権力〉に対抗する図式を徒に神聖
視することは出来ない むしろこうした構図が大きく浮上するところ こそ、 〈戦間期〉固有の知識人の夢想を見出したい。それは次
なる〈戦争〉と結託することで、総力戦体制
の呼び水ともなったのではあるまいか・ 「満鉄の阿部次郎
─
第一次大戦・企業・教養
─
」は、当時の先端的企業であった南満州
鉄道の労働者を対象に、阿部次郎（一八八三～一九五九） おこなった講演会の実態を掘り起し、そこに労働運動と企業の関わり、国際社会 生きる の〈教養〉の質を問うた論である。阿部は一九二〇年 「満鉄読書会」に招かれ、各地を講演してまわった。それは今日、 『人格主義の思潮』 （満鉄読書会
一九三五・六）掲載の速記録として読むこと
が出来る。ここでは併せて彼が旅しながら読んでい 社 主義文献（
J,
Spargo
The
Psychology
of
Bolshevism
1919 ）を原書であたりながら、当時「知の王国」とも称された企
業エリート達と、大正期を代表する教養人阿部次郎 「人格主 」が、どのよ 交わったのかを追尋した。ことは〈戦間期〉 日本の植民地支配の内実とも深く関係するはずである。・ 「漱石山脈 地政学
─
池崎忠孝と安倍能成
─
」は、 〈戦間期〉の漱石に関わる表象に光
をあてた。赤木桁平（一八九一～一九四九）と安倍能成（一八八三～一九六六）
ー
二人
はともに〈漱石山脈〉を構成した論客だが、赤木 大正期文芸批評の急先鋒の役割を果たした後、本名の池崎忠孝として膨大な「軍事評論」を執筆、対米問題 専門家として名成した。一方の安倍は、池崎が戦後戦犯容疑で巣鴨に収監されていた時期、幣原内閣 文相に就任、教育改革の最前線へと押し出され、折しもアメリカから来日した「教育使節団」と折衝を担当することになる。 〈漱石山脈〉を形成した池崎と安倍がいずれもこ 〈戦間期〉に、アメリカと向き合った批評を数多く残していた事実は殆ど知られること ない。まさにそれはワシントン体制によって国際秩序が再編 アメリカが「デモクラシー帝国」へと変容していく時代でもある。彼らが共有 いた〈アメリカ〉 は何であっのか。それは第二次大戦後にも連接していく、太平洋をめぐる地政学的認識 を解析する
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ことにもつながろう。・ 「長谷川天渓のラジオ
─
「放送用語」と心理学
─
」は、 〈戦間期〉のラジオというメデ
ィアに光をあてた論である。ここで焦点化したいのは長谷川天渓（一八七八～一九四〇）である。明治末、 「自然主義論争」で名を馳せた後、彼 メディア研究のため渡英。帰国後博文館に入社し、傍ら早大英文科の教壇にも立ち、大戦後のイギリス文学と心理学を講じた。同時に「国語国字問題」にも積極的に発言し、一九三四年には「東京中央放送局用語調査委員」に任命されている。時期は日本におけるラジオ放送黎明期である。天渓は、心理学の裏付けに基づいて当時この ラジオ用語」の選定と規範作りに奔走した。ここでは〈戦間期〉の重要なメディアであるラジオを、 「放送用語」 ユング心理学との関わりの中から追及した。・ 「戦間期のモダニズム
─
バーナード・ショー来日をめぐって
─
」は、こうした〈戦間期〉
のモダニズムの動向を検証する糸口として、一九三三年のバーナード・ショー（
G
,B
,Shaw
1856-1950 ）来日をとりあげた。当時、映画や舞台をも巻き込む「ショー現象」が世界的
に巻き起っていた。 『ピグマリオン』は映画化され、ブロードウエー・ミュージカルとて空前のヒットをとり、一九二五年に彼はノーベル賞を受賞するのである。またその来日の前年には上海事変が勃発 日本 国際連盟を脱退した。小林多喜二 築地署 の拷問死があり、佐野・鍋山 獄中転向を契機として、日本 思想史的 も大きな転機を迎えつつあったわけだ。こうした世相に対し「警句」 まき散らしながら、ショーは日本にやってきた。木村毅、新居格、大宅壮一
ー
モダンボーイ達は競ってショーを追いかけ、ショー
を語っ ここでは 聞・雑誌を通じて、その来日と「ショー現象」を出来るだけ詳細に追跡した。・ 「 『プラーゲ旋風』の波紋
─
西條八十〈映画主題歌〉と権利問題
─
」で採り上げたのは、
「著作権」の問題である。 〈戦間期〉は、サイレントからトーキーへと変容 ていくメディア転換期にあたる。西條八十は『唄 自叙伝』 （生活百科刊行会
一九五六・七）の中
で、当時 映画 は必ず主題歌がはいる」ようになったと述べ いる。注意せねばならぬのは、八十の書いた映画主題歌『女給の唄』をめぐって大 な「著作権」論議が起った点だ。そしてこの国際化の時代は、問 を国内に留めてはおかない。一九二九年、外国音楽著作権組合の代理人として一人 ドイツ人が来日する。ウィルヘルム・プラーゲ（
W
,Plage
1888-1966 ）なるこの人物、来日するや日本の音楽・文学・放送・演劇など広範にわたる
著作権管理を精力的に実践し、権利問題に疎い当時の日本人を驚嘆させた。これを「ブラーゲ旋風」と称する。ここでは「機械時代 である〈戦間期〉にお るメディア 権利意
マシン・エイジ
識の関係を、こうした「ブラーゲ旋風」の実態調査を踏まえて考究したものである
第四部
戦間期の『夜明け前』受容
第四部で焦点を当てたいのは島崎藤村の大作『夜明け前』である。なによりも、この〈戦
間期〉は歴史意識が大きく変わろうとした時期 あり 従来 唯物史観とも、アカデミズムの歴史観とも異なる一つの〈維新論〉 提示した『夜明け前』の意義は極めて大き 。
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一九三五年前後においては知の地殻変動が起っていたのだ。それは「 『夜明け前』の磁場」（渡辺一民）ともよべる問題系を措定出来ないか。この大河小説は、これまで多様な視点から議論されてきたが、私は『夜明け前』を〈戦間期〉と う時空間に浮かべてみたい欲望に駆 れる。ここにまとめた一連の論考は、この作品を当時 知識人がどのように受容・消費したかを様々な角度から探ったも である。作品『夜明け前』を論じることを一度封印し、その読書形態に光をあてた。・ 「亀井勝一郎の藤村論
─
〈転身〉をめぐって
─
」は、亀井勝一郎（一九〇七～一九六六）
の「昭和史」論争を糸口にしながら、彼の歴史
意識が、 〈国民〉を呼び寄せ〈日本〉の意
味を内在的に問うナショナルヒストリーとして形成されて く過程で 家島崎藤村が深く関わった事実を検証した。一九三七年四月、彼は治安維持法違反容疑 逮捕され、その後転向出獄の過程で亀井は藤村と出会う。雑誌『日本浪曼派』が創刊された翌年の一九三六年、彼は『 『夜明け前』について』 （同・九）を発表、さらにそれを発展させ三九年に単行本『島崎藤村』 （弘文堂
一一）を上梓する。ここで藤村はゲーテに擬えられ、自己
の「再生」と深くリンクする形で造型され いる。時代はシェストフ論議 亀井が深くめり込み、 『生けるユダ を執筆した時期である。それが戦後 入って改訂版『島崎藤村』（かに書房
一九四七・八） 、そして『島崎藤村論』 （新潮社
一九五三・一二）と推移
していく中で、その藤村像は大きく変容する。それは亀井 中で『日本人の精神史研究』（一九五九～一九六六）の構想が明確化していく過程であり 同時に日本近代文学研究の中核として、 〈島崎藤村〉をめぐ 「読み方」が定式化 く 代でもある で る。・ 「勝本清一郎の転身
─
『夜明け前』と〈人民戦線〉
─
」では、戦後の文学研究にあって、
透谷
ー
藤村という一本の線を強くひいた「文学史家」勝本清一郎（一八九九～一九六七）
をとりあげた。若き日の彼は、モダンボーイ、マルクスボーイであった。だからこそ『夜明け前』完成直後の藤村に接近したと言うべきだろう。 『夜明け前』に関心を示 人物ー
青野季吉、村山知義、服部之総、林房雄、そして平野謙などを考慮すると〈戦間期〉
における藤村の重要性が分かる。大正末期から精力的に批評活動を開始した彼は、プロレタリア作家同盟に参加。一九二九年にはベルリンに渡り、翌年に「ハリコフ会議 出席している。そして一九三四年、ファシズム 時代に帰国する。彼が藤村に接近した もこの時期であ こうした彼の歩みは、同時代の〈人民戦線〉 （
Front
Populaire ）の特質とし
て捉えることが出来る。ここでは、 〈人民戦線〉を、一九三〇年代 な知識人の夢想と捉えたい。そして藤村の周辺に集まった多くの知識人の中から 勝本清一郎の〈転身〉 出来るだけ詳細にたどり、 『夜明け前』がいかに「読まれた 」を検証した。・ 「資
材としての『夜明け前』
─
村山知義の作劇法
─
」において問題としたのは、島崎
マテリアル
藤村原作、村山知義脚色、久保栄演 よる戯曲版『夜明け前』である。これは「新劇史が生んだリアリズムの最高傑作」 （ほんちえいき）と称された舞台である。原作第一部が完成したのは一九三二年一月。同年四月、 山知義（一九〇一～一九七七）は治安維持法違反容疑で逮捕され、一年あまりを獄中で送る。 獄後、彼が取り組んだのは、壊滅状態にあった新劇の「大同団結」の提唱と新協劇団の結成であった。そ 旗揚げ公演こそ、
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九三四年一一月の築地小劇場での『夜明け前』なのである。この舞台は、これまで演劇史の中で触れられることはあっても、文学研究のレベルで議論されることは無かった。ここでは戯曲と素材となった原作の本文比較を試み、そこに村山の監獄体験が色濃く反映されている事実を指摘した。・ 「監獄の『夜明け前』
─
読書行為と作劇法
─
」では、転向という傷を抱えた多くの知識
人が、競って『夜明け前』を読んだ問題に光を当 た。それは現在考えるような、古色蒼然たる歴史小説とは趣を違える、生々しい同時代 読書の姿に他ならない。かくも主人公青山半蔵に、多くの読者は、新鮮な〈転向者の肖像〉 見出した である。 『夜明け前』こそ、当時の知識人が己を問う試金石 あったと言いたい。むろんそこに、 〈戦間期〉日本を内発的に問う問題意識が潜んでいるこ
とは言うまでもあるまい。そこで重要なのは
〈監獄〉というトポスである。この章 、村山の監獄での読書 整理 表にまとめる作業の中から、彼が『夜明け前』に辿り着くま の過程を明らかにした これは少なく も従来の島崎藤村研究とは一線を画す形で、 〈戦間期〉の知識人の動態を『夜明け前』を試験紙とすることによって捉え直したものである。・ 「舞台の上の『夜明け前』
─
「コントラプンクト」の周辺
─
」では、戯曲『夜明け前』
の実際の舞台に光をあてた。演出の久保栄（一九〇九～一九五八）は詳細な「ミザンセーヌ」 （演出記録）を残しており、また当時の舞台写真 劇評なども活用し がら、築地舞台の上 『夜明け前』 一端を再現した。ここで重要な が「コントラプンクト（
K
ontrapunkt ） 」という用語である。それは音楽用語で対位法を意味するが、より具体的
には、映画監督Ｓ・エイゼンシュテインがＶ・プドフキンらと提唱した「トーキー宣言」（一九二八）で主張する「視覚と聴覚の対位
法」を指す。 「発声映画」の登場は、演劇に
も大きな刺激を与え、村山や久保もその影響圏にある。こ では、後、 「新劇史」 遺産に組み込まれ、リアリズム演劇の源流として神話化されることで見えにくくなったこの舞台の可能性を発掘すべく、こ 「コントラプンクト」という用語を軸に 音・動き 空間のコラボレーションの一端を明らかにした。
終章
〈戦後〉へ向けて
・ 「 『荒地』のメディア論
─
戦争・コラム・ミステリ
─
」で、 〈第一次大戦と戦間期の日本
文学〉の実態を本研究は様々な角度から追跡したわけだが、最後に〈結び〉 代えて論を据えた。鮎川信夫、田村隆一、吉本隆明
ー
戦後詩の中で、雑誌『荒地』の存在は半
ば神話化され ものと言える。彼らは欧米の様々な詩的実験が、第一次大戦 よる危機意識を発端に生ま ことを熟知していた。それが日本の〈戦後〉において、 「現実逃避」に終わったのではないかという鋭敏な自覚が彼らにはあった。 『荒地』 Ｔ・Ｓ・エリオットの同名作品 影響のもとに作られたことは、極めて重要である。ここでは第一次大戦と第二次大戦
ー
二つの世界戦争をリンクさせるべく、敢えて『荒地』の問題を採り上げ
た。しかも、鮎川信夫（一九二〇～一九八六）の従来等閑に付さ て来たコラ やミステリー批評に光を当てた。二つの世界戦争 〈戦後〉を結ぶ線を探ることで、ひとまずの区切りをつけてみようというのがそ ねら である。
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本研究は、 「第一次大戦」という従来認識の
空白とされてきた分野に、出来る限り具体
的な照明をあてることで、その日本における深甚なる〈影〉を析出してみることを目的とする。我々はその〈影〉から真に自由であり得 のか。その中で今も我々は生きているのではないか。世界戦争を問うことは、常にそうした次元へと導く。本研究は、第一次大戦という じめて人類が接した未曾有の戦争を、敢えて極東 小さな島国に拘ることで見えて来る問題に焦点をあてた。 かもことは〈
文学〉のレベルに過ぎない。しかし文学者の
言動を詳細に辿ることによって、その総力戦への変容の内実が証せるのではないか。一瞬の閃光の前であらゆ ものが焼尽する世界。極寒の中でいつ果てるとも知れぬ拘禁を強いられる世界。すべてが「匿名」の無力な死体に還元される世界。むろん〈文学〉はその前で無力であろう しかし、敢えて言うなら〈世界戦争〉こそ 言説の次元で問わねば らない。認識の空白は許されない。作家は、戦争論 中で何を語ったか。デモクラシーの時代とそれはどのようにリンクするのか。メディア 文学者にどのような振る舞いを求めたか。恒常化した危機は、 〈文学〉 何を強 たのか。一つ一つはあまりに小さな試みだが、〈世界戦争の影〉を映出させていく中か 見 来る一筋の光源を見失わぬよう しよう。そこに戦争の世紀を生きる〈希望〉 種子が見いだせるかもしれない らで る。
